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 第 5章は、I tell you構文（例：I tell you, I could fly around this room without my eyes closed!）を考察
する。この構文は、話し手が情報の発信源であることを明示する証拠性表現であり、話し手の情報上の優位性
を強調することで、聞き手に当該情報を強引に受け入れさせる機能をもつことが示される。 




 第 7章は、直示的倒置構文（例：There’s Harry with his red hat on.）を検討し、Shizawa (2015)の研究に
基づきながら、これが発話時の話し手の直接知覚を表す証拠性表現であることが論じられる。そして、その使
用によって、話し手が知覚している状況に聞き手の注意を促す機能が生じることが明らかにされる。 
 第 8 章では、(1)の一般化が証拠性と関連する意外性を表す構文にも適用可能であることが論じられる。意
外性は当該情報を話し手の知識の中で位置づける点で証拠性と共通しているため、同様な振る舞いが予測され
るという見立てのもと、本章では意外性を表す構文として、turns out構文（例：Turns out the bowing wasn’t 
the cause of his problems.）、Mad Magazine構文（例：What, me worry?）、what-a感嘆構文（例：What a 
day (I had).）の 3つを取り上げる。これらの構文はそれぞれ異なる意外性の意味をもつが、証拠性構文同様、
それぞれの意外性の意味が強調され、それにより聞き手の操作が行われることが例証される。 













 第 10章は本論文全体のまとめと総括である。 
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それを 3つの意外性構文（turns out構文、Mad Magazine構文、what-a感嘆構文）の考察を通して実証し
たこと。第 3に、本論文の理論的側面として、証拠性・意外性構文はHirose (2013, 2015)の言語使用の三層
モデルでいう英語のデフォルト志向性（状況把握層と状況報告層が一体化し、対人関係層がそこから独立する）
を解除する性質をもち、その解除のあり方には、3層を全体として一体化するタイプと、通常一体化している












 平成 27年 8月 6日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論文
について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合格
と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
